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地球気候系の診断に関わるバーチャルラボラトリーの形成
概要と研究計画
地球気候環境研究の連携に関する大学附置研究センター協援会
東京大学気候システム研究センター
名古屋大学地疎水循環研究センター
千葉大学環境リモートセンシング研究センター
東北大学大学院理学研究科大気海洋変動観測研究センター
特別教育研究経費研究推進（大学間違犠）
地球気候系の診断に関わるバーチャルラボラトリーの形成
・ 温暖化など大きなストレス下にある地E意気候系
河著しい温暖化や人為起濠環境彫響：特にアジア減
m 変化の兆候と恩われる異常気象や環境変化が被害を起こし始めた緊急性
・ 地縁気候系の鯵断
m 大学附置研究セン聖ー と憶力してバー チヤルラボラトリー を形成
調 各セン空ー の特色と研史資産を活かした研究・教育の分担・連携． 貢献
男シナジー 効果によって、温暖化現象の解明などの軍事耳線題へ貫献
気通基礎研究と学生の現渇教育の推進
・ 計画
調デ－；1供温暖化物質、エアロゾルと雲の微物理量、値生指標、雲と降水系の構造
調領減モデルと金環モデルによって解析するシステムの確立
m 温暖化や水循環のモデリングの精度の向上
地球気候環境研究の連携に関する大学附置研究センター協譜会
東京大学気候システム研究センター（議長部局）
名古屋大学地球水循環研究センター（副議長部局）
千葉大学環境リモートセンシング研究センター
東北大学理学部大気海洋変動観測研究センター
目的
・ 地E意気候環波研究に関わる全国共同利用研究センター等が連携し、効果的に研
究・教育を推進するための枠組みを提供する。
・ それによって地謙観測統合システム（GEOSS）、地球温暖化イニシアチブ、水循環
イニシアチブ等に貢献する。
・ 各センターの特色と資産を活かして、観測とそれを利用した研究を分担し、全体と
して、温暖化現象などの軍要課題に取り組む。
・ 学生や若手研究者の教育・育成のために、それぞれのセンターがセミナー、檎穣
を開き、交流を図る。
・ 本協強会lま、具体的な活動内容の検討と分担や連犠の定穫を行い、活動と運営
を行うために般置する。
研究分担とシナジー効果の創出
・気候モデル開発 ・温暖化物質デ一書収鎌 ・人工衛星デ－聖収集 ・水循環ヂー 聖収銀
・気候変動メカニズム研究 ・物質収支解析 ・高次成果物解析 ・水収支解析
研究計画 ｜ データフロー
同4 I H25 
成県曹とめ・
次期串．期｝
直!JI c亘訂也盟
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研究目標 ・蓑が園の研究ハブを構成・地球システムモデル作成への貢献
・重点施策への貢献（温暖化、水循環、環境イニシアチブ）
・IPCC、GEOSSへの貢献
・現場教育による次世代の育成
・温室効果ガス、同位体、雲、エアロゾル測定
・物質循環モデル開発
・雲物理モデル開発
・衛星デ一世アーカイブ
．福生指標の作成
• SKYNETによる観測・モデル支援
・ •·降水システム観測
• TRMM・GPM衛星観測
・2解像モデルの開発
・大規機／多様デ一台のアーカイブと公開
．情’E解析ツールの提供
・高次成果物の作成
センター群の連携の仕組み
大学の得意技集団としての研究センター（CEReS)
目楓
. モンスーンアジア｛ユーラシア大随車半分。且び西太平浮）を中心とした AVHRR.MO町S,GMS-GOES-MTSAT, FY2-C等の商量デー
タ苦地理車層現場動態解析に使用し串〈アーカイブ・公開
. 静ムt衛星による地上及び大気上婚での放射咽主権定に関わる手法由開発‘SKYNET鰻測慣を用いたこれら由精度樟陵、及び崎嘉
列マップの作成
” 術且観測により陸上植生町削PA民地上パイオマスなどの植生楠理量豊推定噂出する手法の開艶
現 却年間におよぶ衛星デ タの蓄積から個室土地被置／制用・置朱園暗における環漬量動のシグナルを抽出し気傾，纏生・人間活
鋤白幡E伸用の舗畢としての解駅
センターの柿色
. アジア壷中心として地理I層の環揖置化壷マルチスケルでの楠遣と置動として研究し特にアジア曜における植生の置動研究では
園田置的にリ ドーしている．
. 鋼生・・量｛パイオマス．戚A量など｝膏繍且データから正確に京酌る為的アルゴリズム開発と．プロゲラマブルな自樟揖人小型へリ
コブターの噂入による高欄度三次元慎僅データ白取槽システムを構策しており．世界最高木植の横匝システムを開発している．
. 鱒且ヂータ寄寓刷用に有益な闘に加工し蝿供している.NOAAやGMS/MTSATなどからNOVIや植生に馴する主阻圏在来め、現地で
のゲランドトルースによって信網性豊富めたデータを提曲している．
. 術量データの地上積置としてアジア骨瞳に観測サイト幸信置し、オンラインでデータを哩第・配惜するシステム査捕寓している．
” 衛星データから、地直..における鍬射データ的権宣モデル由研究では国際的レベルにある．
データ晦
罰 金離規組、アジア地曜の樋生．土地刷用に闘する衛量データの樋供．
刻 静止輔量による日嗣歓射収支措置ヂータ回樋供．
凋 興，. o側量センザーでの剤費を雌合L.シームレスのデータの纏供．
セミナー等
. 衛星データ的解析と頭演研寛への応用に闘する聞置会田セミナーを年間1回極度実施．牢生及び若手研究者の研暢豊け入れ．
目揖連成のために畠要な式担備品
• MTSAT畳慣聾置
調 高次解折衝星データのスドーレジシス予ム
凋 環境解析用高速大容量衛星データ配偶ネットワークシステム
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千葉大学環境リモートセンシング研究センターの研究連犠
共同利用として4センター連携枠組
• Global geostational datasetを利用した研究（再
来年度～？）
方ヂータ高度化を図るAlgorithm開発，実装（次年度
～萌芽的研究として）
• NOAA-A VHRR/Terra&Aqua“MODISによる
日本付近（東アジア）のデータセットを使用した
時系列解析（従来通り）
方NOAA胴AVHRR ( 1997 /04～現在；制限無し公開）
万Terra& Aqua MODIS (2004/08～現在；学内制限
だが， grid化したものを公開する可能性有り）
4センター連携枠での共同研究（つづき）
• GCM, RCM, CRMへのinput& validation 
データ生成
河（例：高精度土地被覆map，τ＆ρmap生成）
・地域特性の数値化，時空間卓越スケール抽
出
方（例：砂漠化detectscale抽出，パラメータとして
explicitにmodel[GCM等の大気モデルだけでなく，
炭素モデルも考える］）
・衛星研究がどれだけ他の分野に意
義付けられるかを試す枠としての共
同利用研究
大気海洋変動観測研究センターの研究連
｜働組制績輔鮪 ｜｜ 目立鵬瞬間 ｜｜ 国立鍾組問所 11 m開削鵬 ｜ 
｜ 情網棚削 川 畑叫欄・ ｜｜ 園内骨文学 . 11 ”’糊 ｜ 
温暖化物質の観視 ・分析、モデルの基礎開発 ・検E
気候システム研究センターの研究・教育活動に関する連携図
141 
大学の得意技集団としての研究センター（CAOS)
自慢
現 地上轟培、組館、航空績、大量嘩‘を用いた遁曜化柚賀、園連鞠置の湿度と岡位体比由広埴にわたる空間分布・量動の
解明
界 循環モデルによる地嘩量眉における温暖化鞠置の.勘と橿源的理解と岨主評価
調 極埴環層ホ車コア町分訴による過去 1田方隼聞にわたる大量組成置勘の復元
調 書レーずやライ亨噂のアクティブセンサーを活用して船舶・航空値・衛星を用いたエアロゾルや軍司鰻測
. エアロゾルと露骨徴物理特性的3次元分布由解明とそれ華利用したGCMからCRMまでの峨々なスケールの敏値モデルに
おける冨畢震の検E
センタ 却ー特色
. 温・化柚置の置働と循環を総合的に解析するaーを可飽にしている世界で徴少ない研究樋”でおり、その成果は国庫胸に
高＜I尊信されている．温曙化柚質的重度のみならず間位体比国高精度分続銭街、それを轟にした地車規績のおよぶ慣測
ネットワーク、ホIfコアを用いた:I<’E組成のI元銭備を有している.fct=l温暖化柚置の童嘩循環モデル由開発を行ってい
る．
， 賓が固における大量敏射牢のパイオこア的研R橿闘であり．最近で，：a由先生・嫡濠過程回想到とそれを基にした.解
世モデルの検僅・故且や、•·エアロゾルの徹軸竃量由広瞳高精度観測の実施とそれによるAGCMモデルにおける.とエ
アロゾル白後いの検Eを行っている．
データ
• il暖化綱貴由意度と同位体比白金嘩綿織にわたる畢続的なデータ
. 畳期にわたる過去の温層化物置の.度と同位体比由データ
. 高解像度柚圃・環解析モデル
伊 エアロゾルの徹柚理量の広埴デ~
. • ·エアロゾルの高度化モデル
セミナー寄. ’E候変動Iこ楓わる物置の特性と’環に闘するセミナーを年間2団極度実施、学生着手研究者自費け入れ
目標遣成のために畠裏な大廻備晶
. 楠置・環解昔トンステム
調 放射計測システム
大学の得意技集団としての研究センター（CCSR)
・目標
河新しいうFイプのデ一世の取り込みによる気候モデルの力学過程と同時に物理・化学過程の
大幅な改替を目指す。それによって、IPCC-AR4でも絡まらないと恩われる気候懸度の不確
定性（3倍程度）を大幅に縮小する。
m 観測デー脅からモデルまでを利用した総合的な気候・環境系の解析システムを確立すること
により、様々なアブリケ ションを作りだすと同時に、次世代を育てる．
・セン9ー の特色
河 地Eまシミュレ－$1ー を用いたIPCCj,;4次報告書のための温暖化シミュレー ションにおいて指
導的な役割を果たした．
河高度な気候モデル群を開発してきた．それによって、次世代の主要なモデリング研究者を育
ててきた。
・ デ－$1等
刻汎用大気海洋結合大循環モデル（MIROC）、大陸変化も組み込んだ古気候モデル
(MUSES）、ガス化学紛送モデル（CHASER）、エアロゾル放射モデル（SPRINTAR旬、全E寧非
官事カモデル（NICAM）の利用鑓供、コンサルト・セミナー等
調気候モデリングに関する鶴習会を夏休みに開く、学生・若手研究者の受け入れ・目標達成のために必要な大型備品
調 気候セン$lー にとっては、E巨大のスーパ コーンビューヲーや、さらに地主事シミュレ－$1ー を恒
常的に使うことのできる予算が必要である．これはCCSR共同研究を通して、全国の研究者
にとっても大きな波及効果がある．
測地球シミュレ－$1ー の稼働以来、シミュレー ションデ－$1のアーカイフもテラバイトオーダーの
ストー レッジが必要である。
大学の得意技集団としての研究センター（HyArc)
目撮
. 観測を主体とした研究方法により地理畢周回水・環の構量と董勤メカニズムの解明牽行い、新たな地理水・環牢の開拓を目指
す
調 地よリモートセンサーによる慨湖デ一歩及び衛星データ等の解析の結畢と数値モデルを用いた蝿埴水循環且ぴ広埴水循環のプ
ロセスの解明
， 地車置層白木循環に闘する楓測および撤値実肢を通した地理軍候畢の.断にかかわる研究の推進
• GCMからC剛まで由様々なスケール由散恒モデルにおける3降水高田融成田憤恒
現 数値モデル由開発、モデルを聞いる斬しい観測方法相開拓も宮めた新しい観測手法・測標由開拓
センターの特色
測 地理水冨環に闘する観測研究査実施している世界で散tかない研寛樹闘であり、その成畢！til瞭的に高〈評価されている．
実 地嘩畳居田本循環のマルチスケールの構量l:Jt勘に闘するI.I間的研実において‘特に混濁なアジア埴における晋究を園田E闘に
リー ドしている．
. .解像数値モデルを開発し、温調なアジア曜の•·降水システムに闘する研究査団陣酎にリ ドしている．
. 童理由陣圃分布・降同情牲に闘する衛星硯測において園田Eプロジェクトを牽引している．
調 モンスーンアジア塙における量償責動的解析における国際的研究をリードして曹た．
データ帯
宣車規績にわたる水循環聞係衛星データ田揖供．
書解像Il:憧モデル肘揮によるGCM由1ゲリット平時由統計値の擾供．
GCMのパラメタリぜーション注量且びGCMの静値に侠する• ·降水裏白僻鏑鰻剥データの慢供．
セミナー 帯
目’E候量動に関わる水車査の特性と本循環に関する現地観湖．加を宮む鵬膏金・セミナーを年間1回程直・・－牢生直ぴ若手研究者
由研憧畳け入れ．
自慢遺威のために晶要な大砲備晶
決 水雷環観測マルチパラメータレーダ
. ラジオゾンデ畳慣樋 ニ式
. 水源買ラジオメ ター
推薦
・次の団体から温暖化現象研究教育事業について推
薦を得ている（H17年6月）
方日本学術会議気象学専門委員会
方日本気象学会
方 IPCC圏内連絡会幹事会
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マイルストー ン
・第1回センター 協議会。1月31日
河教員がセンタ一群を拠点として研究活動を発信するメカニズムが無かった． 文科省学術機関課折衝 1月12目、 2月1臼、3月22日
• GEOSSの実施
河エピアンサミットにおける日本のイニシアチブ・東京大学地涼観測データ統融合連機研究割陣織 小池俊雄（工学系研究科）
河工学部系による支嬢システム・園立大学法人の各年度終了時における評価（国立大学法人解価安員会．
H18.1.31) 
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